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研究ノート
比較優位と累積債務問題
小
?
正 雄
1. 序
リカード・モデルにしても，ヘクシャー・オリーン・モデルにしても，従来の貿易モデ
ルは貨幣の存在しない実物経済の2国2財モデルであり，しかもその2財の中の1財が輸
入財であれば，他財は必らず輸出財となるようなモデルが想定されているのである。しか
し最近における低開発国の累積債務問題にみられるように，若干の国では極端に言えば，
輸入財はあっても輸出財が存在しないというような状況が生じており，それが累積債務問
題を一層深刻にしているのである。従来累積債務問題は，主として国際金融の側面からと
りあげられてきており，それを比較優位や貿易パターンとの関係からとりあげた研究は殆
んどないのである。しかし低開発国の累積債務問題は，基本的には比較優位や貿易パター
ンと深くかかわっていると思われるのである。累積債務問題を単に国際金融の側面からと
りあげるだけではなく，そのような現象が何故生ずるかを，従来の貿易モデルを拡張する
ことによって解明する必要があると思われるのである。
勿論，低開発国の債務が累積することについては，様々な理由が考えられ，また様々な
アプローチが可能であろう。しかし従来の貿易モデルを拡張することによって，もし貿易
財が全て輸入財になるようなことが生ずれば，貿易収支の赤字と債務の累積は明らかであ
る。
小論の課題は，貨幣経済下の比較優位を扱った Drabickiand Takayama (1983)に
そつて，従来の貿易モデルに貨幣を導入した場合には， 2つの貿易財が共に輸入財になり
得ること，したがってまた，低開発国の累積債務問題が，基本的な貿易モデルにそくして
理論的に生じ得ることを明らかにすることである。
さて，モデルを設定する前に， 2の事実を示しておきたい。事実の第1は，低開発国の
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債務残高は， 1982年末で6,260億ドルになっており，それは1973年末の1,000億ドルの約6
倍に達しているということである。第2は， 1982年末時点で低開発国の約2割がフロート
制に移行しているが，残りの8割は固定レート制を採用していること，特に過大に評価さ
れた為替レートを固定しているということである。これによってわれわれは，固定レート
の下で大きな債務をかかえた低開発国を想像することができるのである。以下，このよう
な特徴を持ったある低開発国を念頭において，モデルを定式化することにすると共に，こ
の問題に対する解決策を検討することにする。しかしある国が債務を累積するということ
は，その国の通貨と交換に輸入超過を続けているということである。したがって，この問
題には，貨幣を含む貿易モデルが必要とされるのである。なお以下のモデルは， Drabicki
and Takayama (1983)によるところが大きい。
2. 仮定とモデル
2つの貿易財と貨幣を含む2国モデルを考えるが，いま2国を自国と他国とし，自国は
問題とする供開発国であり，外国はある先進国である。外国の記号には＊印をつけること
にする。また2つの貿易最終財を仮定し，自国は第1財に比較優位を持ち，外国は第2財
に比較優位を持つものとする。それは j財 (j=1,2)の価格を約とすれば， P,/Pz<
か＊／柘＊，ないし P<P*で示される。ただし， P=Pi!Pz,P*=か＊／柘＊である。
そこで貨幣を含む商国の封鎖経済の均衡点とその安定性を明らかにし，次に両国から成
る世界の均衡を，短期と長期の2つの側面に分けて考える。以下で示すように，貨幣が存
在する場合には，短期の均衡において自国が2つの貿易財を輸入し，したがって対外債務
を負うことは十分あり得ることである。問題はこの短期均衡から長期均衡への調整プロセ
スが進行しないことであり，その結果債務が累積するのである丸
最初に，封鎖経済の下での自国のモデルを考える。自国のj財の生産量，需要量，およ
び価格を，均， DJ,PJとすれば， 自国の予算の制約式は，
Y(P1, P2)=P1D1+ゎD2+H=P1X+pぷ？ (1) 
である。ただし， Yは名目国民所得， H=A-Aで貨幣の保蔵である。勿論， AとAは期
末と期首の貨幣保有量である。局=DrX1とすれば， i財の超過需要関数と保蔵関数は
1)したがって，低開発国の累積債務問題を考えるためには，このように短期均衡におい
て貿易収支が赤字になり，その貿易赤字が長期的に是正されないようなモデルを設定
するのがよい。
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H=H(P,. P幻 A)
1093 
(2) 
である。ここで Ejは， Pi.P2, Aについてゼロ次同次であり，また Hは同じ変数につ
いて一次同次である。 Aが与えられれば，封鎖経済の均衡は Ej=O,H=Oで示され，そ
れをみたすようなあが均衡価格となる。勿論，ワルラス法則から， E;=O,H=Oの中の
1つは独立でない。
次にこのような封鎖経済の均衡点の安定性を保証するために， 粗代替性 (grosssubs-
titute)とwealtheffect がプラスであると仮定する2)。すなわち，全ての k~l につい
て局については
Ekr>O (3) 
であり，したがって，全ての Kについて ・
Ekk<O (4) 
とする。ただし， k=l,2, .l=Pi, P2, Aである。また Hについては
aH;aか=Hi>O,aH;a拓=H2>0,o<-8H/紘<1 (5) 
とする。いま(2)から， Aー定の下で局=Oにするかと加の組合せ，つまり:r1.かId.加IEj=O
を求めて(3)(4)を考慮すれば，次を得る。
叫 ＝一阜>o叫 ＝一阜dPi E1=0 En'dP2 E2=。 E21>o (Bl 
(6)から， dか/dP2IEj=Oは右上りとなる。他方， (2)の局関数のゼロ次同次性から
邸 +E;2柘十E忍=O (7) 
を得る。ただし， E;1=aE;/aPt,E;2=aE;/aPi, E;3=aE;/aAである。 (7)から
P1 恥 E13 A E22 E23 A 
百＝一瓦―蔦玉―＝瓦―瓦万 (8) 
を得る。 (3)(4)(6)(8)から
叫 <__h_<叫dP2 El=O 加 dP2E2=0 (9) 
を得る。したがって，かを縦軸にかを横軸にとった場合， E1=0線と E2=0線は共に
右上がりになり，その傾斜は E2=0の方が大きくなる。そして両者の間に， Pi!P2線がく
るのである。同様に(2X5lから， H=O とする dか/dP2 は， A—定の下で
叫比dP2 H=O =一刀「<o
2) gross substituteについては，例えば今井他著 (1971)「価格理論」 I,p. 212~213 
参照。
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P1 
?
E,=O 
P, 
図1
となる。したがって， H=O線は右下がりとなる。図1はこのような関係を用いて自国の
封鎖経済の均衡を示したものである。均衡点 Pでは， E1=0,E2=01 H=Oの3つの線
が交わる。勿論，ワルラズ法則から E1=0線と E2=0線の交点を， H=O線が通ること
になる。ただし簡単化のために， ここでは瓦=O,E2=0, H=O線は直線としている。
(3)(4)(5)の仮定から， E1=0線の右下（左上）では瓦>o(E1<D)であり，また E2=0線
の右下（左上）では尾<O(E2>D)である。したがって， P点は安定的である。というこ
とは，原点と P点を結ぶ直線によって示される P(=Pil加）がユニークに決まることを意
味する。
ところで， (2)の局関数と H 関数の同時性の仮定から，それらは
局(P,且／か）=O, H(P, 瓦／か）=O 旧1)
と書ける。いま期首の貨幣保有最 Aが増加するものとする。この場合， Pi.かがそれと
同じ比率で高まることになるので， PとA;かは変化しない。 したがって，且の増加は
P, つまり比較優位に影響を与えず，ただ両財の価格を同じ比率で引上げることになるの
である。
次に外国を考え，両国から成る貿易モデルにおける短期の均衡を明らかにする。問題は
そのような短期均衡において，自国が自国通貨と交換に，つまり dishoardingによって，
2つの貿易財を共に輸入し得るということである。
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いま邦貨建て為替レートを冗とすれば，貿易障害がなければ，約とあ＊との間には
朽＝砂戸 (12) 
の関係がある。また外国についても，自国と同様な超過需要関数を考えれば，それは次の
ようになる。まず局＊関数は
E戸=Eド(Pi*,P2*, .A*) =E;*(Pil冗， P2は， .A*)=E;*(Pi, pぁ冗.A*) U3l 
である。他方 H*関数は
H*=H*(P1*, P2*, .A*)=H*(P丘， p五， .A*)
であるが，これに一次同次性を考慮すれば
道 *=H*(Pi,P2, 冗ふ*) U4l 
となる。したがって，両国から成る世界市場の均衡式は， (2)と(13)から
局(Pi,P2, ふ+E;*(Pi,P2, 冗ふ*)=O,j=l, 2 US) 
で与えられる。そして冗が一定の固定レートの下では，貿易収支 Bは
B=H(Pi, P2, .A) U6l 
となる。ただし， Bは自国通貨表示の貿易収支である。したがって，固定レートの場合に
は， U5lU6lから所与の冗， A,A*の下で， Pi,P2, B が決定されることになる。他方変動
レートの下では B=Oとなるので， U5lU6lから所与のふ .A*の下で， Pi,P2, 社が決定さ
れることになる。
さて短期の均衡において自国の貿易収支が赤字になっているとする。この場合このよう
な状態を是正するメカニズムとして， 2つのルートが一般的に考えられる。 1つは， Aと
.A*の変化を通ずるものであり，今1つは冗の変化による貿易収支赤字の是正である。つ
まり貨幣残高と為替レートの変化による調整である。もしいずれかの調整策が有効に作用
すれば，最終的な長期の均衡においては
E;(P, .A/P2)+恥*(P,且＊／れ*)=O,j=l, ・2 
HCP, A; か）=H*(P, 且＊／加*)=O
闘
となる。ここで P=Pi/P戸か*IP2*であり， .A/P2,.A*/P2*は自国と外国の実質貨幣残高
である。 (17)で変数は， P,且IP2,.A*/P捗の3つであり， これらが(17)によって決定される
のである。問題は貿易収支のアンバランスを含む短期の均衡から，貿易収支がバランスす
る長期の均衡に向うためのメカニズムが，実際には有効に作用しないということである。
つまり多くの低開発国では，貿易収支の赤字が続いても，貨幣残高が減少しないし，為替
レートは固定されたままになっているのである。そして強力な比較優位を持った輸出財を
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作り出すことも容易でないのである丸
3. 比較優位と貿易パクーン
いまP<P*,つまり自国は第1財に比較優位を持ち，外国は第2財に比較優位を持つも
のとする。ここで明らかにしたいことは，このような両国が貿易を行なった場合，各国の
比較優位財が輸出されるとは限らないということである。低開発国である自国は，比較優
位な第1財をも輸入する可能性があるのである。したがって，貨幣経済の下では，比較優
位と貿易パターンとの間には， 1対1の対応関係は成立しないのである。いうまでもなく
｀現実の経済は従来の貿易理論が想定するような実物経済ではなく，貨幣の存在する貨幣経
済であり，貨幣が資産選択の対象となっているのである。また多くの低開発国では，為替
レートは固定されているのである。さらに貿易収支の均衡よりも．国内政策目標の達成が
重視され，国内信用が創造されているのである。このような状況の下では，貿易収支のア・
ンバランスを含む短期均衡から，貿易収支がバランスするような長期均衡への調整は進展
しないのである。これが比較優位の側面からみた累積債務問題のエッセンスである。
P1rP1滅
? Pz;Pz牽
P2e 
図2
3)しかしこの中で最も採用しやすい解決策は，為替レートを切下げることであろう。為
替レートの切下げによる調整プロセスは，のちほどとりあげる。
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そこで，所与の冗， A,A*の下で P<P*であるにもかかわらず，自国が自由貿易の下
で2つの貿易財を共に輸入し，外国が2つの貿易財を共に輸出するような短期の均衡を，
図示することにする。図2でP,P*は貿易前の両国の均衡点であり， P,は自由貿易の下
での均衡点である。いうまでもなく，図2は図1の局=O,H=O線に，外国の局*=O,
H*=O線，および世界的な財市場の均衡式局＋局*=Oを加えたものである。簡単化の
ために， E戸=O線は局=O線に平行に書かれている。
すでに明らかなように，貿易前の自国の均衡点は Ei=Oと品=Oが交わる P点であ
り，外国のそれは E1*=0と品*=Oが交わる P*点である。したがって封鎖経済下の第
1財の相対価格は PとP*であり， P<P*となっている。次に自由貿易後の均衡点は，
E汁凪*=Oと品＋品*=Oが交わる P,点であり，均衡貿易条件 P,は， P<P,<P*の
関係にある。図1の場合と同様に， P,点は安定的である。
問題は短期均衡点氏の下で，どのような貿易パターンが成立しているかということで
ある。まず P,点は Ei=O線の下方にあるので，瓦>oであり，同時にE2=0線の左上
にあるので，品>oである。したがって自由貿易の均衡において，自国は両財について超
過需要の状態にあるのである。このことは，凡点が H=O線の左側にあり，したがって
貿易収支が赤字 (H<o)であることと対応している。他方外国については， P.点は Eゃ
=O線より上方にあり，また E衣=O線より右側にあるので，両財について超過供給の状
態にある。このことは， P,点が H*=O線より右側にあり，したがって外国の貿易収支
が黒字 (H*>O)であることと対応している。
さて，このような自国の貿易赤字と外国の貿易黒字は，もしその債務を累積することが
できなければ， d.A/dt<o,d.A*/dt>oによる調整か，為替レートの切下げによる調整か
によって是正するほかはない。もしこのような調整が行なわれれば，貿易収支のアンバラ
ンスを含む短期均衡から，貿易収支がバランスする長期均衡に向っての調整プロセスが進
行するのである。しかし実際は，そのような調整プロセスは進行せず，結果的に自国の債
務が累積することになるのである。
4. 為替レート切下げによる調整
さて，このような貿易収支赤字を含む短期の均衡から，貿易収支がバランスする長期均
衡に移行するためには，前述のように2つの方法が考えられる。第1は， Aと.A*の変
化を通じてUりに移行する方法であり，第2は冗を変化させて聞の状態に移行する方法で
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ある4)。 しかし雇用水準の拡大が大きな政策目標となっている今日では，第1の調整策は
採用し難いであろう。したがって，ここでは第2の調整策，つまり為替レードをフロート
させれば，このモデルでも両国が比較優位財を相互に輸出し，しかも貿易収支が均衡する
長期均衡点に移行し得ることを明らかにしたい。
ところで，多くの低開発国が過大に評価されている為替レートの切下げをさけてきたの
には，勿論いくつかの理由が考えられる。例えば，為替レートが切下がれば，輸入財の価
格が上昇してインフレを促進すること，また切下げても輸出増加が期待できるとは限らな
いこと，さらにそれによって，外貨表示の債務額が増加することなどが指摘されている。
しかし，低開発国の累積債務はすでに巨額に達しており，市場メカニズムにそった根本的
な解決策を実行しなければならない段階に来ていると思われるのである。以下， 図2の
P, 点で示される短期の均衡点が， 為替レートの切下げによっていかにして長期の均衡点
に到達するかを明らかにする。
図2の短期均衡点 P、では，凪>o,品>o,H<o, E,*<o, E2*<0, H*>Oである。
このような状態の下で為替レートがフロートすれば， 冗は初期の値よりも高まるであろ
P,P.lE ?
p,e・ 
図3
4)しかしより根本的には，初期 Pの値を十分低くし， E1=0線が凡点の下方を通る
ように，自国の第1財の相対価格（コスト）を引下げることである。つまり，初期の
比較優位構造を強化する必要があると思われる。
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う。他方， (2)(13)閥から明らかなように，冗は局＊と H*関数のみに入っており，局と
H関数には入っていない。 したがって， 冗の変化は外国の超過需要関数と保蔵関数のみ
をシフトさせることになる。そして⑬閥から明らかなように，冗の上昇（為替レートの切
下げ）は， E;*とH*に対して .A*の増加と同じ効果をもたらすのである。このような
為替レートの切下げによって，短期の均衡点 P,がどのような形で長期の均衡点 P,'に
到達するかを示したのが，図3であるなお，冗の変化は前述のように， E;*=O線と H*
=O線をシフトさせるので，図3の P*点も新しい均衡点 P*'点に向ってシフトするの
である。
図3で，冗．の上昇は E1*=0線を上方に， Ez*=O線を右側に， また H*=O線を右側
にシフトさせるであろう。冗の上昇は， P*を一定に保つので， P*点は P*線上を右上に
シフトさせることになる。そしてそれは， E1*'=0とEダ=Oの交点， したがってまた
H*'=Oとの交点でもある P*'点にまでシフトすることになる。 E1*=0,E*z=O, およ
び H*=Oが，冗の上昇によってそれぞれ Ei*'=O,E代'=Oおよび H*'=Oにシフトす
ることはいうまでもない。 したがって，そのようなシフトによって EサE1*=0が Eサ
Eや'=Oに， また品十Ez*=Oが Ez十品*'=Oにシフトすることになり，その交点 P,'
新しぃ均衡点となるのである。かくして短期の均衡点 P,はP,'に向って矢印のようにシ
フトするのである。なお， P点は E1=0,Ez=O, H=Oの交点であるが， それらは前述
のように冗の変化からは独立であるのである5)。P,'は長期の均衡点であり，その下での
両財の価格はそれぞれ,Pi●', Pz'である。
さて， P,'点と局=O,局*'=Oの関係から,E1<0, Ez>O, H=O, E,*'>O, E丼’く
0, H*'=Oである。また長期の交易条件は Pi''!Pz''であり， それは P*より小さく， p
より大きいのである。かくして，為替レートの下落によって実現する長期の均衡において
は，｀比較優位と貿易パターンは明確な対応をしており，しかも貿易収支はバランスしてい
るのである。
以上の調整プロセスは，為替レートの変化によるものであった。勿論このような短期か
ら長期への調整は，貨幣残高の調整によっても理論的には可能であろう。しかし今日では
多くの国で不胎化政策が行なおれているのであり，貨幣残高の調整によって累積債務問題
を解決することは容易でない。したがって現実的には，為替レートの切下げか，新しい輸
5)勿論，局*=O,H*=Oがシフトするにつれて？局=O,H=Oも若干シフドするであ
ろう。しかし議論をはっきりさせるために，ここではこのように図示する。
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出財を作り出す政策を，先進国側の融資を受入れながら実行していくほかはないであろ
う。
5. 結び
われわれは2国2財モデルに貨幣を含めることによって，低開発国の累積債務問題が基
本的な貿易モデルにそくして理論的に生じ得ることを明らかにした。つまり貨幣が存在す
る場合には．一国はその比較優位財をも輸入するというケースが生ずるのである。勿論，
当事国の貨幣残高や為替レートが十分変化すれば，貿易収支のアンバランスは解消するの
であるが，実際はそのような調整プロセスは十分に作用せず，短期のアンバランスが累積
されていくのである。しかし累積債務の問題も，基本的には比較優位や貿易パターンと深
くかかわっているのであり，それは従来の貿易モデルに貨幣を導入することによって説明
することができるのである。
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